
ＮＯ．    作成日 令和　4年　10月　28日

工種

右番号から選択 　１　工法
　２　材料
　３　機械
　４　情報
　５　その他

会社名
住所 ＴＥＬ
会社名
担当部署
氏名
住所
TEL FAX
URL
E-mail

概要

特徴

施工方法

建設技術審査証明書：建技審証第0108号

国土交通省等：９件、地方自治体：９０件、民間：４４件
（千葉県内での実績１件含む）

施工・使用上の留意点

M.V.P.システムは、門型部材とスラブ部材を組み合わせ、底面部をインバート構造 にすることで、集泥機能を有し、（財）土木研究センター建設技術
審査証明を取得した地下に構築される雨水貯留システムです。

M.V.P.システムは、門型部材とスラブ部材を組み合わせ、底面部をインバート構造にすることで、勾配・溝やピットの設置を可能とした、集泥機能を有
する雨水貯留システムです。①優れた耐震性：『プレキャスト式雨水地下貯留施設　技術マニュアル』に要求されている『レベル1』『レベル2』地震動に
対し、耐震性能を満足しております。②容易なメンテナンス：底版部はインバートコンクリートを打設するため、勾配・溝やピットを設けることがことが可
能で、集泥作業等の維持管理が容易に行えます。また、メンテナンス性をより高めたダブルポートとの組み合わせも可能です。③敷地の形状を生か
した設計・施工部材の組み合わせにより敷地形状に合わせた計画が可能となり、敷地を有効に利用できます。④工期短縮プレキャストコンクリート製
品のため、現場での作業は設置・組立てが大半であり、現場打ち工法に比べると40 ～ 50%工期が短縮でき、施工管理が容易です。⑤高い防水性製
品間の継ぎ目には止水ゴム、インバートとの継ぎ目には専用の止水板を埋め込んでいるので、高い防水性を有します。⑥技術マニュアルに掲載（公
財）日本下水道新技術機構より発行された「プレキャスト式雨水地下貯留施設技術マニュアル」に、MVPシステムの構造となる門型施設が追加されま
した。

①土工・土留工→②基礎工（砕石工・均し基礎コンクリート工）→③耐圧底版鉄筋工→④耐圧底版コンクリート工→⑤本体部材据付組立工→⑥端面
部材据付組立工→⑦ふた部材据付組立工→⑧インバートコンクリート工→⑨付帯設備工（梯子取付工・スクリーン取付工・水中ポンプ設置工→⑩防
水工→⑪竣工（躯体完了）

都度御見積（耐震設計等の設計条件によって価格変動が大きい為）

設計及び施工上の留意点は、静的計算および耐震計算により構造耐力を十分に有することが現在確認されている条件であり、建設条件を外れる場
合は、別途確認を行います。また、使用条件や維持管理の面から要求される水理的条件や底面の形状については、別途検討いたします。

・プレキャストコンクリート製品のため、現場での作業は設置・組立てが大半であり、現場打ち工法に比べると４０ ～ ５０%工期短縮が可能、現場打ち
コンクリートよりもコンクリートの使用料を減らせるためCO２削減に貢献します。
・部材の組み合わせにより敷地形状に合わせた計画が可能となり、敷地の有効利用や環境保全が可能となります。

その他（特許番号、各種適合基準、グリーン購入法、建設技術審査証明書・ＧＩＳなど）

新技術の提案（様式２－１）

https://vertexgrp.co.jp/
na-sakaguchi@vertex-grp.co.jp 

千葉営業所
坂口　直弘　
千葉県千葉市中央区中央3-5-1 千葉中央トーセイビル 5F-A
043-202-0289 043-222-3089

03-3556-0464

分　類

次のいずれかの項目に適合（該当項目の□をチェック下さい）

　３　品質の向上
　４　工期の短縮
　５　環　境

効果を選択した理由を
下記概要や特徴に含めて
記入してください

　６　施工性の向上

登録(申請)年月日

県内に自社工場のある建設関連企業等が開発したもの(  千葉工場　　山武郡横芝光町　)
県内に本社のある建設業者等（協会、組合等を含む）が中心となって開発したもの
県内に本社のある建設業者等が開発したもの。

施工・使用後の環境への影響

適用条件・範囲

分　　野

　１　コストの縮減
　２　安全性向上

実績状況（相手先、件数など）

ベルテクス株式会社

施工・材料単価（従来との比較）

技術の名称

副題(商標名等)

応募技術条件
チェック

M．V．P．システム

ＮＥＴＩＳ　番号
RCプレキャスト部材組立式雨水貯留施設

（提案者）

問合せ先

東京都千代田区麹町五丁目7番地2

開発者 ベルテクス株式会社

効　　果
　７　その他

１．土木 ５．下水道

右番号から選択

21・2・3・4・5



（様式２－２）


